
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
▶令和 3 年度の支給決定件数は、629 件（うち未遂を
含む自殺 79 件）で、過去最多。 
▶業種別には、社会保険・社会福祉・介護事業が最も多
く、次いで医療業となっている。職種別には、一般事務
従事者が最も多く、次いで営業職業従事者となってい
る。 
▶年齢別には、20 歳以上 50 歳未満が多く、脳・心臓
疾患に比べ若い年齢層に多い。 

長時間にわたる過重な労働によって、疲労の蓄積が
生じ、その結果、脳・心臓疾患を発症することがありま
す。疲労の蓄積をもたらす要因の一つである労働時間
に着目すると、労働時間が長いほど、脳・心臓疾患のリ
スクが高まることが明らかになっています。 
 また、長時間労働に従事することは、精神障害の発
病の原因となり得ます。 
 これらを原因とする死亡、または死亡に至らないこ
れらの疾病が「過労死等」です。 
 過労死の英訳⇒「Karoshi」 

過労死等の状況について 

1 過労死等とは 

 
 
▶令和 3 年度の支給決定件数は、172 件（うち死亡 57
件）で、減少傾向。 
▶業種別には、道路貨物運送業が最も多く、次いで建設
業となっている。職種別にも自動車運転従事者が最も
多く、次いで建設従事者となっている。 
▶年齢別には、50 代以上に多い。 

〇脳・心臓疾患に係る状況 

2 労災認定の状況 

〇精神障害に係る状況 

36 協定（時間外・休日労働に関する協定）
で定める延長時間については、次の限度時
間（対象期間が 3 か月を超える 1 年単位の
変形労働時間制の対象者を除く。）が定め
られています。 

3 時間外・休日労働時間を削減しましょう 



 
 
 
 

 
 

4 長時間労働者への医師による面接指導制度について 
過重労働による脳・心臓疾患等の健康障害の発症を予

防するため、長時間の時間外・休日労働等をしている労
働者（下図参照）に対して、医師による面接指導を実施し
ましょう。 

5 長時間にわたる過重な労働による過労死に関する労災認定事例 


